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[要約]
経済効果に関する分析では、その計算過程や前提条件がブラックボックスになっているケースが多い。そ
うした批判にこたえるためにも、使用データの解説や根拠の立て方、モデルの組み立てや詳細な計算手順な
どを具体的に示す必要がある。筆者は、こうした分析に対し簡便な手法を開発しているが、本稿では、 2005
年に大阪で実施された「ロボカップ」の開催による大阪市内への生産波及効果に対し、筆者の開発した簡潔
な処理手法により計算・評価をおこなった。
経済効果の対象である直接的な支出としては、イベントの「主催者支出」と「来場者消費支出Jを取り上
げている。産業連関モデルに則って計算された最終的な大阪市内の各産業への生産誘発額は、この2つの直
接支出額の合計の1.16倍の大きさとなった。この倍率自体は他のイベントほど大きなものではない。域外か
らの宿泊客の割合をごくわずかしか見込んでいないからである。
生産誘発の産業別内訳をみると、「対個人サービス」、「対事業所サービス」の 2業種で全体の過半数を占
めた。サービス業にとって、イベントの開催はいかに効果的かがわかる。この2業種についで高いポイント
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を挙げたのは、広義のサービス業ともいえる「運輸Jと「不動産jである。ここで、不動産業への波及効果が
大きい点が注目すべき現象といえる。最近の不動産業の業況回復は、人口の都心回帰なしでは語れないが、
ロボカップのような都心でのイベン卜開催が、多少とも不動産業の業況回復に貢献することが確認された。
なお、ロボカップに限らず全体的な傾向として、イベントの生産誘発効果は一過性で小さいという点は否
めない。交通インフラや大規模集客施設の生産誘発効果は1.5以上のものが多い。ただし、大規模なプロジ
ェクトは、財政的にも負担が大きいため、生産誘発効果の大きさだけで総合的な判断を下すわけにはいかな
いと考えられる。
[キーワード]
生産波及効果、産業連関分析、主催者支出、来場者消費、計算根拠とプロセス
[Abstract] 
In the analysis of an economic effect， the caIculation processes and preconditions are the black box in many cases. In 
order to reply to such criticism， how to stand the description of used data and the basis of calculation， the assembIy， the 
detai!ed computational procedure of a mod巴1，etc. need to be shown concretely. Here， the effect of production influenc-
ing in Osaka city induced by an event called ‘RoboCup' was taken up as a case. These proc巴dureis devised so that 
anyone could calculate easily by using typical worksheet software. 
W巴set ‘sponsor expenditure' and ‘visitor consumer spending' as the dir巴ctexpenditur巴termsin economic effect 
calculation. The result of production influencing to each industry in Osaka calculated by input】output(10) model 
summed up to totall.l6 times the size of these two direct amount disbursed. 
Over the half of production influencing is explain巴dby two industries (personal service and producer service). It is 
noticed that next to these two industries， realty business and logistics contribut巴ratherlarge to final effect. Although 
latest realty business recovery largely depend on population migration tr巴ndback to urban center， itis assumed that 
event proj巴ctin the city center lik巴‘RoboCup' might contributes to the recovery of realty busin巴sin some degr巴e.
[Keywords] 
The effect of Production influencing， Input-Output (10) Model， Sponsor Expenditur巴， Visitor Consumption， 
Calculation Basis and Calculation Processes 
トはじめに
一般に、プロジェクトの説明責任を問われる場合、「経済効果」が重要な鍵となる。
しかし、このように重要な根拠となる経済効果評価であるが、マスコミをはじめ世間の多くの一般人が、
経済効果の計算の内容をほとんど知らないのが実情である。何の疑問も抱かないというのではなく、そもそ
も分析方法が一般には難解なため敬遠されることがある。しかし、産業連関や生産波及の過程が理解できれ
ば、計算それ自体はさほど難解ではない。
筆者は、シンクタンク機関において、 US]を初めとする大阪市の多くの代表的プロジェクトについて経
済効果を産出する作業を指導してきたが、この問題は民主主義的説明責任という点から重要と思われる(は
たして、シンクタンクを辞めてから、いくつか大学で、経済統計や地域経済の講義を受け持ったが、「経済効
果の計算はこうなっている」と懇切丁寧に説明すると、現役学生も社会人学生も「なるほど、これまでなん
となく難しいものだと決め付けていたが、そうでもないことがわかった」という声を聞くことが多い)。こ
こでは大阪でおこなわれたロボカァプ2005の経済効果を算定する。筆者の開発した手法で、経済効果はかな
り簡単に計算できるので、その手法を紹介する。
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1 経済効果分析の手法
話題性から取り上げられることの多い経済効果であるが、その分析に使われる手法はいくつかに限られて
いる。ここでは、その分類をしておく。
大きく分けて、
[1 ]公共性の高い都市交通インフラや施設がもたらす経済効果と、
[2] レジャー・観光などの集客施設や一過性のイベントがもたらす経済効果
とでは、使われる測定手法に大きな違いがある。
[1 ]公共性の高い都市交通インフラや施設がもたらす経済効果
まず、公共性の高い都市交通インフラや施設がもたらす経済効果には、長期的な観点が求められる。
いわゆる「風が吹けば桶屋が儲かるj式の短絡的な図式にならない場合がほとんどである。たとえば空港
や港湾、鉄道などが新設されると、それを利用する人々の利便性が高まったり、事業所や住宅の立地環境が
良くなるという「正の外部効果jが働くが、環境悪化などの「負の外部効果」もみられる。また正の外部効
果にしても、それがどの範囲の企業や個人に恩恵を与えるかは限定しにくい。
そこで、「公共財jがもたらす経済効果は「効用 (utility)Jという物差しで眺めようという考えが主流と
なっている。
それは、直接的に企業や家計に及ぼされる恩恵よりも、地域社会全体が活性化し、経済のみならず生活環
境も含めて、都市全体に良好な循環システムが構築されることを期待するもので、それらを「効用jという
物差しで眺め、具体的な数字としては便益 (Benefit) という形で測定しようとする。ただし、この便益とい
う概念は一般に数値化することが難しく、費用対効果 (B/C) という比率で表されるケースも多い。
[2]レジャー・観光などの集客施設や一過性のイベントがもたらす経済効果
これに対して、レジャー・観光など集客施設や一過性のイベントがもたらす経済効果は「市場財Jを主に
扱うので、経済効果が直接的で理解しやすい。
それは、集客施設やイベントの効果を、企業や家計の行動が経済循環のなかで生み出す所得で捉えようと
するからである。一般的に、国民所得や県民所得という概念は、 GDPとして広く認知されているうえに、
都市聞や地域間で比較したり、産業という切り口で分類したりすることができ、政策効果の検討などが容易
である。そのため、各種施設の「建設Iおよび「開業j、イベント・国際会議の「開催jなどによる経済効
果を求めるために、市場財の分析手法は広く用いられている。表1は公共財と市場財の分析手法を一覧にし
たものである。
表 1 経済効果計測の主な定量的手法
個別計測法
効果の積み上げ法
直接効果推計モデル
産業連関モデル
主として市場財に 地域計量経済モデル対する評価
総合モデル法 シスァムダイナミックス
土地利用阻交通モデル
応用一般均衡モデル
仮想的市場評価法
公共財(非市場財)に対する評価 旅行費用法
防止支出法
費用便益分析
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m.オーソドックスな産業連関分析
表 1の中にある市場財分析手法のなかで、もっともよく使われているのが産業連関モデルである。そこで、
本節では産業連関モデルの基礎となる産業連関分析について、その概略をみておく。
1 .産業連関表の構造
まず、産業連関表の構造を簡単化して概観する。
産業連関表の原型は、一企業の生産活動を費用構成から眺めた表である。それは、図 1aのようになって
いる。そこでは
「生産(販売)額 (8) =原材料，購入額 (1+2+3) +付加価値 (4+S+6+7)J
の関係が成り立っている。
この図 1aを日本全体の企業聞の生産活動へ拡張することができ、それを表したのが図 1bである。個別
企業を売り手側(行=ヨコ)と買い手側(列=タテ)に並べたマトリックスになっている。そこでは、付加
価値 (C)がGDPに相当する。
圏内企業の生産活動
aネ土 b社 Ic宇土 I .. n宇土
海外からの購入 輸入原・燃料消費(A)
圏内 a宇土から
他社 b社から 国産原・燃料・ 一から cキ土から
の購
サービス消費(B)一
入 n士から
|労務費
付加 |私金 付加価値(C) 一価値 減価償却費
営業余剰
生産(販売)額 (X) 
図 1a ー 企業の費用構成 図 1b 企業間取引の費用構成
さらに、財・サービスの販路として最終需要先をヨコへ明示していくと、図 2ができあがる。
圏内企業の生産活動 最終需要部門への販売・供給 圏内生産
a宇土 b社 Ic宇土 I .・ n宇土 民間消費政府消費|設備投資|在庫増減 輸出 (販売)韻
海外からの購入 輸入原・燃料消費(A) 海外からの最終財供給(D)
圏内 aキ土から 海外
他社 b社から
から Ct:土から
国産原圃燃料・ 最終財・サービスの への (X') 
の購
サービス消費(B) 圏内への供給(F) 販売
入 n宇土から
(巨)
図2 財・サービスの販路を最終需要ヘ拡大
こうしてできあがった図 1bと図2を結合して一表にまとめると図3になる。この図3の表を一定の決ま
りに基づいて記述すると産業連関表が完成する。
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圏内企業の生産活動 最終需要部門への販売・供給 圏内生産
a本土 b社 Ic宇土 I .. n宇土 民間消費政府消費|設備投資在庫増減 輸出 (販売)額
海外からの購入 輸入原・燃料消費(A) 海外からの最終財供給(D)
圏内 a宇土から 海外
他社 b社から
から cキ士から 国産原・燃料圃 最終財・サービスの への (X') 
の購
サービス消費(B) 圏内への供給(F) 販売
入 n宇土から
(E) 
労務費
付加 税金 付加価値(C) 一価値 減価償却費
営業余剰
生産(販売)額 (X) 
図3 財・サービスの企業間取引および最終需要構成
図4は、産業がABCの3つからなる場合の競争輸入型産業連関表の模式図である。産業連関表は、輸入
をどのように扱うかによって「競争輸入型」と「非競争輸入型」に分かれる。競争輸入型は、国産品と輸入
品を区別することなくその合計によって個々の取引を記述した表であり、非競争輸入型は、国産品の取引と
輸入品の取引を区別し、別々のマトリックスで記述した表である。原燃料の輸入のウエイトが高い産業で、
その価格の変動による影響等を調べるためには非競争輸入型が有用である。
供~給~部~門--需要部一一門
中間需要 最終需要
輸入
圏内生産
産業A 産業B 産業C 消費 投資 輸出 (販売)額
産業A X11 X12 X13 C1 E1 -M1 
中間 産業B X21 X22 X23 C2 E2 自 M2 十三三芸ι投入
産業C X31 X32 X33 C3 E3 日 M3 3 心 X3
雇用者所得 |不明む三Vl1 V12 
付加 営業余剰 V21 V22 お?価値
その他付加価値 一V31 V32 V3a'ハコψ
圏内生産(販売)額 X1 X2 Xa 
図4 産業連関表模式図:3部門表・競争輸入型
産業連関表には、その他にも一定の決まりがあり、たとえば産業部門の分類については、図3のような企
業を単位とする産業分類ではなく、アクテイビティといって、個々の財・サービスの生産活動が単位として
分類されている。 1)製造小売業(豆腐屋など)は、製造活動と小売活動を分割し、それぞれを食料品製造
業と小売業に計上する。 2)日本 IBMやNECなどの生産活動は、コンビュータの製造活動とソフトウエ
アの開発・販売等に分割し、それぞれ製造業とサービス業等の該当部門に計上することになっている。 3) 
他にも、産業連関表の商業部門および運輸部門では、他の部門と異なり、生産額は通常の売上高ではなく、
流通マージン(=商品販売額一商品仕入額)および運賃のみが計上されることなどに注意すべきである。
このように、産業連関表の構造からみるならば、産業連関分析とは、そもそも産業聞の生産リンケージ、
すなわち生産技術構造に着目し、それに基づいて生産の波及経路および波及程度を計測するものであるとい
える。
このとき産業聞の生産リンケージには、「前方連関効果 (forwardlinkage effect) Jと「後方連関効果
(backward linkage effect) Jの二つのかたちがあることに留意しなければならない。前方連関は、川上の産業
が川下の産業に与える波及であり、たとえば[鉄鋼業が盛んになれば、鉄を使う川下産業が発達する」とい
った波及効果である。後方連関は、川下の産業がJlI上の産業に与える波及であり、たとえば「自動車産業が
盛んになれば、部品産業が集積するjといった波及効果である。
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2.均衡産出高モデル
産業連関分析における「均衡産出高モデルjとよばれるモデルは、前述の「後方連関効果」、つまり製品
から投入構造を通じた原材料へという波及経路、いいかえると最終需要が変化することによって起こる(多
かれ少なかれ製品への需要は最終需要によって喚起される)各産業への生産波及効果をみようというもので
ある。
均衡産出高モデルは次の基本式(行列の積)となる。
X = B X F 
ただし X:生産波及額、 B:逆行列係数、 F:最終需要
この基本式は、最終需要 Fから生産波及 Xに至るまでの過程である。
(1 )線型モデルの仮定
さて、均衡産出高モデルの前提条件として、各産業の最終需要が各産業生産額の一次結合型(線形モデル)
として表されることが必要である。
F ニ α，X1+α，Xヮ+α"X3
+. . .. . +αX 
(添字 lは、 1からnまでの産業)
このことの理由を、図 5のような
二部門からなる産業連関表の場合を
考えると、
部 門
中間 農 業
投入 工 業
組付加価値
総 生 産
中間需要 最終需要
豊三塁工三塁
Xu X12 l' 1 
X21 X22 Iプ2
V1 V2 
X1 X2 
X '1十XI2+F1=X1(一行目)
X 2'+ x日 +F，=X，(二行目)
であるから、
図5 2部門からなる単純な産業連関表
F1=X，-(X1+X1)、F，=X，一 (x21十 x，) 
となる。ここで もし、
X 11= a 1X，、 x12=a"X，、 x，=a21X1、X:!2-a2:!X2
が成り立っと仮定すれば、
F1ニ (1-a1)X1-a1，X，、 F2=-a21X1+ (l-a，) X， 
と変形できて、一次結合型になる。
(2)比例性(投入係数)の仮定
そこで、先の、
X 11= a 1X1、x12=a"X，、 X:!1ニ a"X，、 x"-a，Xワ
総生産
X1 
X2 
の仮定を、「比例性の仮定」とよぶ。これは、各産業の生産額が2倍になれば原材料や労働投入量も 2倍に
なるというもので、各原材料等の投入原単位は一定であることを示している。そして、この投入原単位のこ
とを「投入係数」とよんでいる。
たとえば、工業生産額X，を達成するためには、農業から X12だけの中間投入が技術的に決まっていて、
それは工業生産額の水準から独立であり、つねにX，の一定割合である。その比率がa12という投入係数で
表される。
一般に投入係数を記号ではa Jと表す。これは、「第 j産業ではX1の生産を行っており、原材料として第
i産業の生産物を X;1だけ投入しているとき、 X1 1がX1のa1倍になることJを表している。
産業連関分析では、この投入係数が各産業の産出水準とは独立に技術的に事前に決められ、短期では変化
しないとする(=投入係数の安定性の仮定)。
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投入係数の式 a'J X'j"';- X (=X，j/X) 
n個の産業からなる産業連関表では、タテ、ヨコそれぞれn個ずつの投入係数からなる、 nXnの投入係
数行列Aが計算できる。
(3) レオンチェフ方程式
以上のことをもとにして、最終需要Fから生産波及Xに至る過程を辿ってみる。
1 )まず、ある最終需要Fが発生し、各産業にFに等しい注文が来たところから始める。このとき、各産業
の生産予定量は、受注量Fに等しく設定されるとする。
第一段階:産出 X (1) =F 
2 )ところで、各産業は、(無から有は生み出せないため)生産を行うための「中間投入jを必要とする。
ここで、その中関投入量は、上記から、
投入係数行列×生産予定量=AX(1) =AF 
に等しくなる。つまり、中間投入という二次的な需要が発生して、その注文が各産業に出される。各産業
は、この追加注文に応えるために生産予定を変更し、
第二段階:追加分 AF、
産出 X (2) =F+AF 
に生産水準を変更(増大)させる。
3 )しかしながら、この追加分の生産AFを行うのに必要な中間投入は、まだ発注されてはいない。そこで、
新たに必要となる中間投入量は、
投入係数行列×追加分=A(AF) =A'F 
であり、第三段階として、再び追加注文 A'F が各産業に出される。したがって、生産水準は
第三段階:追加分 A'F、
産出 X (3) =F+AF+ム二王
へ再び、修正されるが、この追加分の生産A'Fに関しでも、また新たな中間投入が必要となる。
4 )以上のように、追加発注と生産水準の修正過程を、第K段階まで辿ると、
第K段階:追加分 AK-I F、
産出 X (K) =F+AF+A'F+…+主と_:_E_
= (1 +A+A'+…十AK-I)F 
となることが容易に確かめられる。
5 )もしも、段階Kが上昇するにつれて追加発注量は減少し、やがてはゼロに達するならば、つまり AK 
→o (K→∞)ならば、無限等比数列の和の公式 1 +A+A'十…+AK =1/ (l-A) によって、
究極の生産額Xは
究極段階:産出 X (∞) =F+AF+A'F十…
= (1+A+A'+…) F 
= [1/ (1 -A)] . F 
このとき、 [1/(l-A)]の部分は、行列形式では、(I-A)一l と表示され、「レオンチェフ逆行
列Jとよばれる。なお、 Iは単位行列である。一般に「逆行列」とは、スカラー演算における「逆数jを
多次元的に拡張した存在であるが、このように、レオンチェフ逆行列
B=(I-A)-I 
は、発注の累積過程、つまり最終需要Fの生産波及Xへの全波及過程を表現しているのである。したがっ
て、レオンチェフ逆行列をBとすると、
X=BXF 
という式が成り立つ。
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3. レオンチェフ逆行列
こうして導かれた逆行列B=(I-A) 1 は、投入係数行列Aと同じ nXnの大きさで、その(i， j) 
要素を b jで表すとき、これは「第 j産品 l単位の最終需要に対する第 l産品の究極的生産必要量」を意味
する。
たとえば、最終需要Fを、第 j産品がlで他は 0であると与えると、究極的に誘発される各産品の生産量
Xは、逆行列Bの第 j列の要素で示される。このとき白部門 Jへの効果bj jもまた、他産業を通じて自部門
への間接波及効果があるので、その値は 1以上となる。
実際の生産波及をみる場合、レオンチェフ逆行列は、移輸入による域外への漏れを考慮に入れなければな
らない。このとき、レオンチェフ逆行列はどのような形で表されるか。それを考えるには「域内自給率(以
下単に自給率とする)J という考え方を導入する。自給率とは、「生産された財・サービスのうち、純粋に域
内の需要によって賄われる域内生産の割合」を示す。
したがって、同じように、製造業に対する最終需要がl単位だけ増加したとすると、今度はその生産を行
うために、各産業に(1単位×投入係数×自給率)と同じだけの中間需要を発生させることになる。自給率
はlより小さい値なので、派生する第 l回目の生産波及は域外への漏れが考慮され、自給率を考慮しない場
合より小さくなる。以下同様に究極的な生産波及も自給率を考慮した結果、当然小さくなる。その結果、自
給率行列をrとすると、レオンチェフ逆行列は
B= (I-rA) 1 ・・・・①
という型になる。
さて、自給率は(1 移輸入率)で求められる。つまり、各産業の製品は、「域内総需要に比例した一定
の割合分を域外からの移入、輸入によってまかなっている」と仮定している。その一定割合のことを移輸入
率とよぴ、百で表す。したがって、自給率は、
1-m 
である。行列表示では、
1 -M (Mは輸移入率行列)
となる。よって、自給率を考慮したレオンチェフ逆行列①は、
B = [1一 (I-M)A] 1 
となる。
以上、均衡産出高モデルについて、長々と述べてきたが、要するにリージョナルな経済においては、 x=
BXF が成り立ち、 Bは移輸入を考慮したレオンチェフ逆行列B= [1一(1一間)A] -1 である。
U匪産業連関モテξルを使ってイベントの経済効果を測定する
この手法により、大阪市の平成12年産業連関表32部門表をもとに、「ロボカップ2005大阪大会」の開催に
伴う大阪市内への生産波及効果を計算する。
1 .計算過程の概略
経済効果の計算をはじめるにあたって、まず計算対象を明確にしておく。計算の対象となるイベントは
「ロボカップ2005大阪大会J(以下では略称してロボカップ2005とする)である。この大会は、 2005年7月13
日 ~17 日の 5 日間、インテックス大阪で、 31か国、 330チームの2000人が参加して行われた。当初想定され
ていた10万人を大幅に上回る来場者数18万2千人を記録したが、その具体的な事業計画等はいっさい公表さ
れていない。
通常この種のイベントや博覧会などの経済効果を計算する際は、詳細な事業計画が明らかにされていない
と正確な数値は算出不可である。しかし、多くの場合、事業費等の既存の金額だけをもとに各種の推計を行
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っているのが現状である。また、イベントや博覧会なととの経済効果として算出するのは、開催にかかる経費
と来場者の消費支出が地域にもたらす生産誘発の効果、すなわち生産波及効果であることが多い。そうした
実情を反映して、本節で計算する経済効果も、「開催にかかる経費」と「来場者の消費支出」が大阪市内に
もたらされる生産波及効果に限定する。そして、直接効果ともよばれる「開催にかかる経費」と「来場者の
消費支出Jに関してはその多くを独自推計とする。なお、その推計にあたっては既存の類似イベントの支出
事例を参考にする。
これから順次に事業費や来場者支出の推計と、産業連関表による生産波及効果を計算するが、はしめに、
その算出過程を簡潔に示すと図 6のようになる。
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ロボカップ2005の開催に伴う生産波及効果の算出フロー図
直接効果 (i主催者支出」と「来場者消費J)のデータ整理
図6のように、まず波及効果の計算の対象を決めることからはじまる。ここでは代表的なものとして、
「主催者支出」と I来場者消費」という 2大支出項目を取り上げる。これらは本来ならば「消費動向アンケ
ート調査jや「事業費の正確な見積もり j等から推計するが、ロボカップ2005ではいずれも詳細なデータが
入手できないため、類似イベントである「大道芸ワールドカッフ'in静岡」のデータや日本観光協会のアンケ
ートデータを一部参考にしながら、大部分を独自で推計する。
図6
田
市内自給分に限ること
そうした推計を経て、さらに、 2大支出項目のうち、「市外への支出分(たとえば市外の参加チームの出
場報酬、市外での製品製造原価、市外の業者への業務委託などりを除いた額を純粋に大阪市内で発生する
需要としてカウントし「市内産業の需要増加額」とする。
第1次生産誘発額
この「市内産業の需要増加額」が、大阪市産業連関表にもとづく原材料取引構造を通じ、市内産業の隅々
まで行き渡った究極の場合の市内全産業の生産額の増加が「第 1次生産誘発額」になる。
第2次生産誘発額
ここまでで、いちおう究極の生産波及の姿がわかるわけであるが、その結果、新たに関係企業には付加価
値が発生する。その付加価値増加の効果として、雇用者所得の増加を通じて新たな家計消費需要が発生する
ために、それが二次的に市内産業へ波及するものが I第2次生産誘発額」とよばれている。
通常、産業連関分析では、この第2次生産誘発までを含めて計算して、「生産波及の総合効果」とよんで
回
回
回
いる。
2.参考にした類似イベント
ロボカヅフ。2005の経済効果を計算するにあたり、開催による支出額の推計と来場者消費額の推計のため参
10 創造都市研究 第3巻第 l号(通巻3号) 2007年5月
考にした既存の類似イベントは「大道芸ワールドカッフ。m静岡jである。
「大道芸ワールドカッフ。in静岡j
.1992年から毎年、 1月初旬に4日間の日程で、静岡市の駿府公園をメイン会場に市内21か所で行われてい
る、大道芸の国際的なイベントとして定着している。
. 1994年の大会では、経済効果を調べるためにアンケート調査が行われた。そのときの大会の概要は次のと
おりである。
[大道芸ワー ルドカッフ。1ll静岡1994大会概要]
日程:1994年1月3日(祝) ~11 月 6 日(日)
会 場:駿府公園(メイン会場)、青葉通り(パフォーマンス通り)、呉服町、紺屋町のストリート他
計21か所
主 催:大道芸ワールドカップ実行委員会・静岡市
参加者:63組93人
観客数 :11月3日(祝)25万人、 1月4日(金)15万人、
1月5日(土)53万人、 1月6日(日)16万5000人、合計109万5000人
[主催者支出] [観覧者消費支出]
3. EXCELファイルの新規作成と産業連関表のダウンロード
経済効果の計算対象が決まったので、これから、実際にEXCELを使って「ロボカップ2005の生産波及効
果I計算シートを作成する。
(1 )大阪市の産業連関表を取り込む
はじめに、これから計算で使用する「大阪市産業連関表」をWEBからダウンロードする。その手順は、
「大阪市jのホームページを聞く→左のパナーで「大阪市の概要JIプロフィールと統計jをクリック→「統
計データJI経済関連指標JI産業連関表」の}I買にクリック→平成12年大阪市産業連関表[生産者価格表、 32
部門表1I xls形式jをクリック→「保存Jを選び保存先を指定する→保存したファイル IEbOO_003_h12sanren
_060713.xlsJを開くと自動的に産業連関表データを格納したEXCELワークシートが立ち上がる→データの
グループ化を解除するために[データ]メニューから[グループ化とアウトラインの設定] [アウトライン
のクリア]をクリック→ワークシートを保存するため[ファイル]メニューから[名前を付けて保存]をク
リック、保存先へ“ケーススタデイ・ロボカップ2005"の名前でEXCELファイルを保存する→ワークシー
トを見やすくするために、産業区分のセルに色を塗りつけておくとよい→シートに名前を付けるため[書式]
メニューから[シート] [名前の変更]をクリック、“生産者価格表"と入力する
以上でEXCEL上に新しいファイル“ケーススタデイ・ロボカップ2005"ができあがる。
前川知史「ロボカップ2005の経済効果の測定J
平成12年大阪市産業連関表
a -
4.. "1:¥三屋義雌丞/ 1竺! I ~.j 
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図7 生産者価格表シートと自給率の表示
(2) 自給率の計算
1 
前節のレオンチェフ逆行列の項で触れた「自給率jについては、以降の計算で頻繁に使用するため、いま
作成したばかりのシート“生産者価格表"で計算しておく。
計算は生産者価格表の右の余白部分に「輸移入Jr輸移入率Jr自給率jの列を新たに設けて行う。それぞ
れの列での入力は次のとおりである。なお、産業部門の配列をウインドウ枠の固定にしておくと見やすい。
「輸移入J= r輸入J+ r移入」
(輸入も移入も控除項目なので符号に注意)
「輸移入率J= r輸移入J~ r市内需要合計j
「自給率J= 1 -r輸移入率J
計算の結果、自給率は図7の“BD列"のようになる。
4.主催者支出と市内需要の産業別推計
次に、ファイル“ケーススタデイ・ロボカップ2005"に、新しくワークシートを挿入して“主催者支出"
と名前を付け、まず主催者支出の推計から行う。
(1 )支出項目の推計
「大道芸ワールドカッフ。in静岡1994(以下大道芸wcと略す)Jでは、「主催者支出jとして、総額約 1億
5千万円支出している。その内訳は前頁のようになっている。これと同じ費目をロボカップ2005の場合にも
適用する。
各費目は、「ロボカップ2005の開催会場への入場料」及び「会場であるインテックス大阪の施設利用料j
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を基本データとして、それ以外は不明な点が多いので、以下のような根拠数値を当てはめて、主催者支出を
推計する。
1 )ロボカップ2005の入場料は1200円である。「想定入場料収入の総額」は、当初来場者予想数をもとに単
純に、 @1200X10万人分とする。会場関係の支出は、この入場料収入で賄うと仮定した。そのため、「運
営委託費Jr会場設営費Jr会場運営費」の 3費目の合計が入場料総収入額に見合うよう「運営委託費Jを
設定する。
2 )インテックス大阪の施設使用料は364万円/一日とする。「会場設営費Jは、ブース設営等を含むため、
この施設使用料のl.5倍に設定する。
3 )大道芸wcの「会場運営費jは会場設営費のほぼ1/2である。したがって、ロボカップ2005でも、そ
れと同じ割合になるように設定する。
4 )想定来場者数の規模を単純に大道芸wcと比較すれば、約 1/10であるが、毎年開催されている大道芸
wcに対して、今回限りのロボカップ2005の「広告宣伝費」は大道芸wcとほぼ同額の2500万円程度が妥
当と考えた。
5 )ロボカップ2005の関連プレイベントとして、東京で聞かれたビジネスヲォーラムなどの開催費用を想定
して、「関連イベント費jを300万円と設定する。
6 )大道芸wcの「事務費jは、会場運営費、宣伝広告費、関連イベント費の 3費目合計の約 7%である。
ロボ、カップ2005でも、それと同じ割合に設定する。
こうして求めた「主催者支出額jは合計I億5090万5000円である。それを内訳とともに、図8のようにシ
ートの左側に算出根拠とともに記入する。
運営{こ伴う主催者側の支出額の推計
類似イベノ卜の女出精戚を季考にして
「口;f;C2005Jの主催者支出を惟計する。
「ロポC2005Jの主催者支出※
(単位:千円)
費目 支出額
運営委託費1) 7920日
会場設営費之〉 と7.30C
会場運営費 3) 13.50C 
広報官伝費 4) 25.000 
関連イペ二'1費 5) 3.0口
事務費日〉 2白05
予 備 費 。
f; 計 150.905 
主催者支出のうち市内需要増加分の推計
主催者世駒市外業者への発、王状況等を勘案レて割含を決める。
『口ボC2005Jの主催者支出・
、ー唱-_・ '~I ~ ... """'-"耳 I.I".I"~ -"'0.11.-
費目 割右
運営委託費 日C出
会場設営費 80% 
会場 i重雪費 5C弘
広報官伝費 自〔刊
間1車イペー F卜費 1口(JX
事 Ei 費 10口弘
宇 備 費 100叫
(参考)
『ロポC2005Jの主催者支出国
その市内需要噌加額
(単位:千円)
費目 需要tl11加額
運営委託費 47.520 
会場設宮費 21.840 
会場 i重宮費 6.750 
広報官伝費 20仁町口
関連 fペン卜費 :3000 
事 手芸 費 2.9口5
寸ヲ イ桔 費 。
4Eb3 与 計 102015 
車箇考 〈参考基本デ-9> r六道芸仇むJの王催者三宮出
口事力ッフ入場輯〈一入) 1.20C円 その県内需要増加分の割込] 
インテッウス大阪使用斜〈一日) 3，640千円
1)ス場料l収入の66叫
2) 5巳分の施設使用料)<1.5 
3)会場設宮費の杓半分(フ片道芸い二の{列)
以上の1)+2)+3)を入場料収入(1，2α円 X10万人)で賄う
4)類似イペン卜を参考
5)関連フォーうムの開催なとを前提に計上
ω類似イベントを参考、 3)+4)+5)の7%に設定
-納九設滋毅織鯵務主主握孟:&'Jユ/
費目 割合
運営委託費 1日%
会場設営費 1白川
会場運営費 2(九
広報官伝費 94叫
関連イペント費 1CuX， 
事 守男 費 1αヨ払
予 i繭 費 10]，ん
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図8 主催者支出額とそれによる市内需要増加額の推計
(2)市内需要額の推計
次に(1)で求めた支出額のうち、市外への支出分(たとえば市外の参加チームの出場報酬、市外での製
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品製造原価、市外の業者への業務委託など)を除いた額を「市内産業の需要増加額jとしなければならない。
それが、このイベントの開催によって、大阪市への直接需要として跳ね返るものである。各支出項目別に、
それぞれ市外への漏れの分を見積もって、市内増加分の割合を決めておく。この割合をもとに主催者支出の
各費目を市内需要増加に変換する。この作業は、図8のようにシートの右側で計算している。結果、主催者
支出額 1億5090万5000円のうち、約 1/3が市外へ漏れることになり、市内需要として残る額は、 1億201
万5000円となった。
(3)市内需要の産業格付け表の作成，(2)で求めた市内需要増加額を産業別に振り分ける作業」を「産業格付け」とよぶ。それは「費目別に
計上した支出額」を「産業連関表ベースの需要増加額Jに変換することである。そうしてはじめて産業連関
分析の均衡産出高モデルに、この市内需要増加額をインプットすることが可能になる。
シート上では、 (2)で求めた市内需要増加額の右の領域を使って、図 9のように、まず支出費目と格付け
産業及びそのウエイトを記した参照表を作成し、その上で、支出額×ウエイトを計算し、市内需要増加額の
産業格付け額を決定する。
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図9 主催者支出による市内需要増加額の産業格付け
5.来場者の消費支出とそれに伴う市内消費需要の産業別推計
L.Ji 
三隅議離欄
次に、来場者消費の推計については、 EXCELファイル“ケーススタデイ・ロボカップ2005"に新しいワ
ークシートを挿入して“来場者消費"と名前を付ける。
(1 )消費支出項目の推計
大道芸ワールドカッフ。m静岡1994で、は、観覧者の消費者支出として、アンケート調査から一人当たり支出
額を求めている。ロボカップ2005では、そこまで細かく消費額を把握していないので、大道芸wcの一人当
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たり支出額や日本観光協会のアンケートデータを参考にする。
「一人当たり支出額」から「消費支出総額jを割り出すには、「来場者数(観覧者数)Jの相違を反映させ
る必要がある。今回のロボカップ2005の計算では、主催者支出に用いた来場者数を当初大阪市が予想した10
万人としたが、来場者消費支出については、実際に記録された18万人とする。また、消費支出総額を算出す
るために必要な来場に伴う消費支出者数は、ファミリーでの来場者が多いことを想定し、「実質の支払者
(財布の保有者)数jを来場者全体の4分のl、つまり、 18-:-4 =4.5万人とする。
さて、日本観光協会のアンケートによれば、「博覧会・イベント目的の日帰り客が消費する一人当たり支
出額jは8700円であったというデータがある。そこで、この数値を一人当たりの総消費額として、それを各
費目に分割する作業を行う。同じく日本観光協会のアンケートで、「交通費jは全体支出の約4分の lとい
うデータがあるので、それに従い、他の費目への振り分けは、大道芸wcの例などを参考にして決める。こ
うして図10のように、来場者消費支出の総額は3億9150万円と計算される。
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図10 来場者の費目別消費支出総額の推計
(2)消費支出総額の産業格付け表の作成
主催者支出の推計のときと同じく、 r(1)で求めた消費支出総額を産業別に格付けし、産業連関表ベース
の需要増加額に変換jしなければならない。
このとき、「製造業部門への消費支出Jは購入者価格になっているため、マージン部分を「商業部門への
支出jとして移さなければならないことに注意する。たとえば、買物消費のうち食品を例にとれば、食品の
格付け産業は食料品製造業であるが、食品への消費金額には商業マージンが含まれている。それが何パーセ
ントかを表しているのが「商業マージン率jである。ここで使用する商業マージン率は、全国版の産業連関
表から購入者価格評価表をもとに、次の算式で計算する。
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算式:商業マージン率=商業マージン-;-.(国内生産額十商業マージン+貨物運賃)
こうして計算される商業マージン率が食料品製造業の場合は34%であるから、食品への消費支出額を産業
別に格付けするには、支出額の34%を商業部門へ、残り66%を食料品部門へ振り分ける。
さて、産業格付けが終わった来場者消費支出額は、「市内産業への需要増加分だけ」を生産波及効果の算
出のための直接需要増加としてカウントする必要がある。
そこで、 3.であらかじめ計算し、シート“生産者価格表"に格納しておいた産業別の「自給率jを使っ
て、図1の“M列"のように市内需要増加額を求める。その結果、来場者消費支出の市内需要総額は 2億
6931万8000円となる。
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図11 来場者消費の産業格付けと市内需要増加額の算出
6.生産誘発額の計算
(1 )レオンチェフ逆行列係数表の作成
ロボカップ2005の直接効果ともいうべき、「主催者支出jと「来場者消費jに関して、 4. と5.で「産
業格付け済みの市内需要増加額jが計算された。
それをもとにして、産業連関分析の均衡産出高モデルを使って、生産波及効果を計算する。
すでに本節のl.で述べたように、生産波及効果は、第1次生産誘発額と第2次生産誘発額の合計として
算出される。
1 )生産誘発額を求めるには、均衡産出高モデルの基本式.LIX=B..LIFで、.LIFに「主催者支出と来場
者消費の産業格付け済み市内需要増加額jを合計して代入すればよい。
そのためにはまずレオンチェフ逆行列Bをあらかじめ計算しておく必要がある。しかも、そのレオンチェ
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フ逆行列Bは、自給率を考慮したB=(I-rA) -1の形に変形しておく必要がある。そこで、図12の手順
でレオンチェフ逆行列表を作成する。なお、逆行列や行列の積の計算にはEXCEL関数を利用する。
I⑥単位行列を使って、行列(1ーrA) を求める
+ 
した行列で Iと表す
1 
関数 IFを使うと便刺
関数 MMULTを使う l
⑦レオンチェフ逆行列係数衰の作成 関数 MINVERSEを使う
⑥で求めた行列(1一rA)の逆行夢IJを計算する
図12 自給率を考慮したレオンチェフ逆行列係数表の作成手順
ここで、図12をもとに実際にワークシートの作成をおこなう。
まず①の作業では、新たなワークシートに投入係数表を作成する。産業部門等の外枠はシート“生産者価
格表"のものを利用する。投入係数表を作成するには、どれか一つのセルに投入係数の計算を行い、その計
算式を表内すべてのセルへコピーすればよい。そこで“D8"のセルで投入係数の計算を行う。“D8"のセル
には農林水産業の生産に必要な食料品の投入係数が入るので、このセルには、[=生産者価格表!D8/生産者価
格表!D46J と入力する(この入力はマウスを使って行う方が早い。その結果の小数点表示桁上げも忘れな
いようにする)。すべてのセルへコピーするときは、“D8"のセル入力に戻って分母の[生産者価格表!D46J
を[生産者価格表!D$46J に変更しておく。こうすると、行が変わっても分母の46行は変わらないでコピー
することができる(コ図13)。
②の自給率の計算はすでに行っているので、③の作業、新たなワークシートに単位行列を作成する作業に
移る。単位行列は、行と列の対角線にあたる要素がIで、それ以外の要素がOの行列であり、そのように各
要素を入力し、単位行列を完成させて、シート名を“単位行列表"としておく。
次に④の自給率表の作成である。自給率表は、後ほど逆行列表を作成するために必要である。自給率その
ものはすでに計算済みである。ここでは、その自給率を対角線に配置した行列を作成する。先の単位行列表
をうまく使えば各産業の自給率を対角線上に配置することができる (IF関数を用いる)。シート名は“自給
率表"としておく。
さて、⑦で求めるレオンチェフ逆行列は、自給率を考慮したB=(I-fA) 一 lの形で計算しなければな
らない。つまり、行列 (I-rA)を計算し、その逆行列を求めることになる。 Iは単位行列、 rは自給率
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行列、 Aは投入係数行列である。いま、新たなワークシートを挿入し“逆行列表"と名付ける。産業部門等
の外枠を 3つ作って、それぞれにレオンチェフ逆行列、行列rA、行列 (1-r A) を配置する。
そこで、まず⑤のように行列 rAを中段に作成する。行列の積を求めるには関数MMULTを使う。関数
MMULTを使って行列rAを計算する手順は次のとおりである。シート“逆行列表"の“D44"から“AI75"
をドラッグして範囲指定→そのまま[挿入]メニューから[関数]をクリック→関数の分類で「数学/三角j
をクリック→MMULTを選択してOKをクリック→配列 1にシート“自給率表"の“D6"から“AI37"を入
力→配列 2にシート“投入係数表"の“D6"から“AI37"を入力→ShiftキーとCtrlキーを同時に押しながら
OKをクリック(コ図14)
さらに、⑥のように行列 (1-r A)を下段に作成する。
以上で、準備が整ったので、行列(I-r A)の逆行列を求める。そのためには、関数MINVERSEを使う。
関数MINVERSEを使って逆行列を計算する手順は次のとおりである。シート“逆行列表"の“D6"から
“AI37"をドラッグして範囲指定→そのまま[挿入]メニューから[関数]をクリック→関数の分類で「数
学/三角jをクリック→MINVERSEを選択してOKをクリック→配列にシート“逆行列表"の“D82"から
“AIl13"を入力→ShiftキーとCtrlキーを同時に押しながらOKをクリック(コ 図15)
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行列iAの計算結果図14
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レオンチェフ逆行列(I一iA)-1の計算結果図15
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このようにしてレオンチェフ逆行列の計算ができるので、ファイルを上書き保存しておく。
(2)市内需要増加額から第 1次生産誘発額を求める
逆行列表の準備が終われば、均衡産出高モデルの基本式L1X=B・L1Fを用いて第 1次生産誘発額を計算
できる。
まず、ファイルに新たなワークシート“経済波及効果"を挿入し、L1Fに代入する「主催者支出と来場者
消費の産業格付け済み市内需要増加額合計」を列ベクトルの形にして産業別に整理する。この列ベクトルを
L1Fとすると、生産誘発額L1Xは、L1X=BXLlFという行列の積で求められる。
Bはレオンチェフ逆行列であり、 I( 1 )の⑦で計算された自給率を考慮したレオンチェフ逆行列jを使用
する。 BXLlFの演算には、やはりEXCELの関数MMULTを使う(このとき、行列BX列ベクトルL1Fの掛
ける順序を間違えないように注意する)。
この結果は、図18にまとめられている。図18はワークシート“経済波及効果"から抜粋したものである。
主催者支出総額 1億5090万5000円による産業別市内需要増加額 1億201万5000円と、来場者消費総額3億
9150万円による産業別市内需要増加額2億6931万8000円との、合計3億7133万3000円がもたらす究極の生産
波及効果として、 4億8658万1000円の生産が大阪市内の各産業に誘発されることがわかる。
このことは、ロボカップ2005では、直接支出された主催者支出と来場者消費合わせて計5億4240万5000円
の支出額に対して、その約0.9倍の生産波及効果があったことを意味する。
(3)第 2次生産誘発額の計算
究極段階の生産波及効果として捉えられる「第 1次生産誘発jでは最終的に各産業の生産が増加するが、
それに伴って雇用者の所得が増加し、それが雇用者の消費需要を喚起させる。これによって引き起こされる
2次的な生産増加の効果を「第2次生産誘発」とよぶことはすでに述べた。つまり、第2次生産誘発という
のは、第 1次生産誘発で生じた各産業の生産増加に伴って派生する消費需要がもたらすもので、派生する効
果という意味合いで、第2次という名前がついている。
具体的に第2次生産誘発額の推計手順は図16のようになる。
各列の産業ごとに
雇用者所得÷市内生産額
を計算
②先に求めた第一次生産誘発額の列ベクトルに、①の雇用者所得比率の行ベクトルを掛ける
コ産業別の雇用者所得増加額が算出される
事
ける
図16 第2次生産誘発額の計算手順
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これを順にみていくと、まず①では、ファイルのシート“生産者価格表"で「雇用者所得比率」を求め、
それを用いて②では、ベクトルの積の演算を行うことによって、第1次生産誘発額に見合う「雇用者所得の
増加額jを計算する。
その結果が図1口7のシ一ト“経i済斉波及効果"の
その何パ一セントが消費に回されるカか、を③で計算する O そのためには、ネットで大阪市の家計調査のデータ
を調べ、「大阪市の勤労者世帯の平均消費性向」を求める。平成12年のデータからは、平均消費性向が0.65
と計算される(平均消費性向=大阪市家計消費額÷大阪市家計実収入で求められる)。よって、雇用者所得
増加額合計l億6903万5000円の65%に相当する 1億987万3000円だけの家計消費が新たに喚起される。
これを、「④で求めた民間消費支出の産業別構成比で妓分する作業」が⑤である。結果は、図17の“T列"
のようになる。こうして「産業別に求められた消費需要増加額」をL1Cとすれば、均衡産出高モデルの基本
式に代入して、第二次生産誘発額L1X' (=B・L1C)を行列の積で計算する。この作業が⑥にあたる。計
算結果は図17“V列"に示されている。
E二 0.65I 
q高百王豆沼葺面支寸 3131田
夫s.市家計三健司突入米 I 481173 
5K平肱"録霊場暢看世布佐数値
1'"計3菌室釜僧掴. I 109.873 I 
，1  
際欝麟欝警護
図17 第2次生産誘発額の計算用シート
7. ロボカップ開催による大阪市内への生産波及効果(まとめ)
ここまですべての計算結果をとりまとめると、図18のようになる。
以下に、ロボカップ開催による大阪市内への生産波及効果をまとめる。
まず、「主催者支出と来場者消費支出を合わせた直接支出額Jは5億4240万5000円と推計される。
それが、大阪市の自給率などを勘案すれば、市内への直接需要を 3億7133万3000円増加させる。
その需要増加は産業連関モデルに則り、中間財取引関係の網の日に沿って市内産業の隅々まで波及してゆ
き、究極的には4億8658万1000円の生産額が大阪市内で新たに誘発される。それが「第 1次生産誘発」とみ
なされる。
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さらに、この究極的な生産誘発の恩恵を受けた企業には新たな付加価値が発生し、雇用者へ支払われる所
得が増加する。そこには若干の時差があるかもしれないが、「雇用者所得の増加」が新たな消費需要を喚起
すると考えられる。
この消費需要の増加に対しでも、市内産業の中間財取引関係の網の目に沿って生産が波及してゆき、二次
的な生産誘発が期待される。それが「第 2次生産誘発Jであり、 1億4206万8000円と計算される。
産業連関分析では、第 1次生産誘発と第2次生産誘発の合計を生産波及の「総合効果」とよんでいる。ロ
ボカップ2005では、第 I次生産誘発と第 2次生産誘発の合計が6億2864万9000円となった。
第I次と第2次の生産誘発の産業別内訳をみると、総合効果では、「対個人サービスjが第 1位、「対事業
所サービスjが第2位で、この 2業種で全体の過半数を占める。この傾向はロボカップに限らず、イベント
の経済効果ではよくみられる傾向である。サービス業にとって、イベントの開催はいかに効果的かがわか
る。
この 2業種に続いて総合効果で高いポイントを挙げているのは、広義のサービス業ともいえる「運輸jと
I不動産」である。とくに不動産は、第 1次ではほとんど生産誘発効果がなかったが、第2次生産誘発額で
は突出している。これは面白い現象といえる。最近の不動産業の業況回復は、人口の都心回帰なしでは語れ
ないが、ロボカップのような大阪都心でのイベント開催が、二次的には不動産業の業況回復に貢献している
ことを表しているのではなかろうか。
ほかにも「商業」は第2次生産誘発額が大きい業種である。イベントの開催は商取引を活発にし、商業に
従事する人たちの所得を押し上げていることがわかる。
直接需要創出効果の算出
直接支出額
主催者支出 150，905 
来場者消費 391，500 
合計 542，405 
主催者支出の内訳
(単位千円)
費目 支出額
運営委託費 79，200 
会場設営費 27，300 
会場運常費 13，500 
広報宣伝費 25，000 
関連イベント費 3.000 
事務費 2.905 
予備費 。
合計 150，905 
来場者消費支出総額の内訳
(単位.千円)
費目 支出総額
交通費 98.415 
JR・地下鉄 73.080 
パス 9.450 
ヲケンー 3.375 
ガソリン 12，510 
飲食費 144.450 
娯楽費 50.445 
宿泊費 21，600 
買物 67，860 
衣類・身回品 13，230 
食品 24，570 
茶・酒類・飲料 5.400 
玩具類 3.600 
電気製品 1，575 
書籍 4.365 
その他 15，120 
艇部ヰ 8.730 
支出額合計 391，500 
市内への直後需要増加額
主催者支出分 102，015 
来場者消費分 269，318 
市 合計 371，333 
外 産業別格付け(単位千円)
，、‘
の 主催者支出分
需 対事業所十ゼス 69.530 
要 対個人サービス 4.752 
の 金融保険 2.376 
漏 運輸 2.376 
れ 商業 2.025 
を 食車4品 2.700 
捜 その他製造業 12.201 
l島 通億放送 1，150 I 
事務用品 2，000 
公務 2，905 
小計 1Q~Q_1Q_1 
来場者消費分
食車漏 2，504 
繊維製品 2，567 
右油・右炭製品 114 
電気機械 126 
その他製造業 2，641 
商業 7.060 
運輸 47.436 
対個人サービス 206，870 
小百十 269，318 
|合計 I 371.333 I 
生産波及効果の算出
直篠需要増加額
図18 Iロポカップ2005Jの直接需要創出効果とその生産波及効果
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さて、「もともとの直接支出額に対する第 I次と第 2次合計の生産誘発額の大きさjを「生産誘発効果J
とよぶ。直接支出額の何倍の生産が誘発されたかを示すものである。それは、しばしば「乗数効果
(Multiplier Effect) Jともよばれ、プロジェクトやイベントの経済効果を測る上で相対的な評価として広く使
われている。生産誘発の金額から経済効果の大きさはわかるが、それだけで、目的や規模の違うプロジェク
トやイベントを比較することはできないからである。
相対的な評価である生産誘発効果は、ロボカップ2005の場合、1.16倍となった。
これはイベントの効果としてはやや低い。というのは、ある程度の規模のイベントになると、域外からの
訪問者が増えて宿泊等で使われる一人当たりの消費金額が大きくなるが、ロボカップ2005の場合、域外から
の宿泊客の割合をごくわずかしか見込んでいないからである。
また、全体的な傾向としてイベントの生産誘発効果は一過性で小さいものであるという点は否めない。交
通インフラや大規模集客施設の生産誘発効果は、その値が1.5以上のものが多い。ただ、大規模なプロジェ
クトは財政的にも負担が大きいため、生産誘発効果の大きさだけで良し悪しを判断するわけにはいかないだ
ろう。
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